
7.9.1 - 1

７．９．１ 定額制管理マスタメンテナンス

定額制を実施するための必要事項のメンテナンスを、得意先ごとに行います。

次のことが行えます。

１．新規登録

新しく定額制を行うための登録を行います。開始情報が必要です。

２．更新

すでに登録されている内容の更新を行います。全部の項目が変更できるわけではあり

ません。

３．削除

定額制を止めるときに使用します。登録されている内容は、消失します。

４．参照

内容を見るだけで変更はできません。

５．再契約

現在の契約内容を、前年度に移して、新年度をスタートするのに使用します。

この機能は、一括して全得意先に実施することが可能で、別プログラムが用意されてい

ます。

操作を行う得意先は、「得意先マスタメンテナンス」で、「販売管理」を行う得意先としてすでに

に登録されている必要があります。

(1) 新規登録

①新しく「定額制」を始める得意先を指定します。

②加入区分を、「１」（加入）にします。

③加入日を入力します。

経過回数は、最初なので、０です。

④開始日は、最初の検針日を入力します。これは、次回の検針日を意味することになるので、

A7-9-01.JTD

定額制管理マスタ



7.9.1 - 2A7-9-01.JTD

定額制管理マスタ

「検針予定日」ということになります。

すでに最初の検針が行われているならば、その日付を入力します。

開始指針は、最新の検針指針です。上の例では、５月の検針値になります。

年間最大使用量は、契約上の最大使用量であり、この数量までは、定額料金が維持されることを

示します。

最終予定指針は、開始指針＋年間最大使用量であり、プログラムが計算します。

基準使用量は、定額料金の最小数値を示し、契約時に決めることになります。おおよそは、昨年

実績から、当年度の使用量を予測して決定します。

０-------->基準使用量-------->年間最大使用量--------->

｜ (返金） ｜ （定額） ｜ （追加徴収） ｜

の関係になります。年間最大使用量は、基準使用量の、１．５倍、２．０倍などと決めて運用し

て下さい。

契約月額料金を入力します。

徴収単価を入力します。追加徴収するときの、計算基準になります。

返金単価を入力します。返金するときの、計算基準になります。

⑤税区分は、月額、単価が税込みかどうかを示します。

⑥精算額丸めは、「精算書」を作成するときに、金額をどの単位で丸めか指定します。例えば、

１０円とすると、１０円未満は切り捨てになります。

⑦精算日、精算額は不要です。

⑧［検針参照］をクリックすると、過去の検針明細が参照できます。

このとき、開始日の入力が先におこなわれていなければなりません。
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(2) 更新

①更新する得意先を選択します。

②「登録」と同じ内容が入力できます。

加入状況を、「停止」にすることが可能です。

契約月額料金を変更したときには、次回の検針から有効になります。

徴収単価、返金単価のどちらかを変更したときには、その最後の変更日が、表示されます。

③必要であれば、前回、前々回の登録内容を修正することができます。

［前回修正］［前々回修正］をクリックしてください。前回<--->前々回の移動はできませんので

［訂正］で戻ってからクリックします。

(3) 削除

該当の得意先の定額制を止めるときに使用します。

(4) 参照

登録内容を画面で参照するときに使用します。入力は行えません。
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(5) 再契約

①再契約する得意先を選択します。

②今までの加入状況が、前回の契約状況に複写されます。

新年度の契約内容を決めて、更新します。

開始指針は、最終指針になるので、通常入力しません。

年間最大使用量は、前年度の使用状況から判断して決めます。先に基準使用量を決めるとよいで

しょう。前回欄の、累積使用量が、参考になるはずです。



7.9.2 - 1

７．９．２ 定額制管理マスタリスト

現在の加入状況のリストを印刷します。

①得意先範囲をコードで指定します。

省略すると、範囲は定額制利用の得意先すべてを対象にします。

②担当者

指定すると該当の受け持ち担当者の得意先を抽出します。

③加入日

指定すると、範囲内に加入した得意先だけが対象になります。

※｢印刷する｣のチェックボックスのチェックをはずすとテキストで出力されます。
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７．９．３ 定額使用量のお知らせ葉書

得意先への、ガス使用量の状況を、葉書でお知らせします。葉書には、最近４ヶ月の検針日と

指針、使用量が印字され、最終予定指針が明示されます。用紙は、Ａ４サイズに４枚の葉書を配置

したもので、官製葉書です。他製品を使用するときには、同等品をお使い下さい。

プリンタへの印刷には、ワープロソフトの「一太郎」を使用します。データは、差し込みファイル

として作成されますので、書式はある程度自由に作成することができます。

(a) 画面

(b) 操作手順

①プリンタへは、あらかじめ印刷用紙をセットしておいて下さい。

プリンタは、「通常使用するプリンタ」が選択されます。

②得意先の範囲指定を行います。

範囲を省略したときには、定額制利用の得意先すべてが対象になります。

③開始月から、４ヶ月単位で出力されます。従って、１月に契約すると、４月、８月に作成され

ます。（１２月は、年間の精算書を作成するので、葉書は出力しません）
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７．９．４ 使用量累積を更新

(a)画面

定額制利用の得意先ごとに検針数量を累積使用量に加算します。

(b) 操作手順

①確認を行います。

「ＹＥＳ」の場合は、表示されている年月の検針を累積使用量と経過回数

を更新します。

「ＮＯ」の場合は、プログラムを終了します。

※同じ日の検針は、更新を行いません。

同じ月の検針が２回ある場合は、累積使用量は更新されますが経過回数は

更新されません。

※処理年月の変更はマスターメンテナンスのシステム定数メンテナンス 規定値・初期値

で変更します。
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７．９．５ 定額精算の報告

得意先への、定額料金の精算状況を、文書でお知らせします。文書は、Ａ４用紙に、１得意先１枚

で作成します。

契約月からの１年間のガス使用量を合計し、次の３通りの精算書を作成します。

１．基準使用量未満

基準使用量に満たない部分を、返金単価を掛けて、返金額とします。

２．最大使用量を超えた

超えた分を、追加徴収単価を掛けて、追徴額とします。

３．基準使用量を超えて、最大使用量以下

返金も追加徴収もないとして印字します。

印刷データを作成するとともに、データの更新を行います。

精算日：発行日で更新

精算額：年間使用量と契約内容から計算して更新

(a) 画面

(b) 操作手順

①プリンタへは、Ａ４印刷用紙をセットしておいて下さい。フォームをカラーで作成している

ので、カラープリンタを使用することをおすすめします。

プリンタは、「通常使用するプリンタ」が選択されます。

②得意先の範囲指定を行います。

範囲を省略したときには、定額制利用の得意先すべてが対象になります。
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③担当者の範囲指定を行います。

範囲を省略したときには、担当者すべてが対象になります。

④担当印刷指定の指定を行います。

０．担当者名を印字します。

１．担当者名を印字しません。

⑤印刷順

１．得意先コード順

２．担当別得意先コード順

⑥範囲の指定を行います。

１．累積使用量が、基準使用量を超えて最大使用量以下の顧客を対象にします。

２．累積使用量が、最大使用量を超えた顧客を対象にします。

３．累積使用量が、基準使用量が満たない顧客を対象にします。

４．すべての顧客を対象にします。

省略不可です。

⑦発行日の指定を行います。

ゼロの場合は、発行日を印字しません。

⑧開始月から、１２ヶ月を経過した得意先に出力されます。
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７．９．６ 定額精算書の印刷

「精算書」の印刷だけのプログラムです。「７．８．５定額精算の報告」内で印刷することが

できますが、中間ファイル（csv形式）を作ってから印刷しているので、ファイルを訂正などして

印刷することも可能です。

(a) 画面

(b) 操作手順

①プリンタへは、Ａ４印刷用紙をセットしておいて下さい。フォームをカラーで作成している

ので、カラープリンタを使用することをおすすめします。

プリンタは、「通常使用するプリンタ」が選択されます。

A7-9-06.JTD

定額精算の印刷



7.8.7 - 1

７．９．７ 定額制精算得意先一覧

(a) 画面

精算した得意先の一覧を印刷します

(b) 操作手順

①得意先範囲を指定します。省略すると定額制利用の得意先すべてを対象にします。

②担当者

指定すると、該当する受け持ち担当者の得意先を対象にします。

③範囲指定

最新の精算時に、

１．累積使用量が、基準使用量を超えて最大使用量以下の顧客を対象にします。

２．累積使用量が、最大使用量を超えた顧客を対象にします。

３．累積使用量が、基準使用量を満たない顧客を対象にします。

４．すべての顧客を対象にします。

していた得意先を選択します。

④日付指定

精算年月を指定します。指定すると該当月に精算した得意先が抽出されます。

⑤発行日

指定は不要です。

A7-9-07.JTD
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７．９．８ 新年度再契約設定

(a)画面

経過月数が、１２ヶ月になっている得意先を、新年度に繰り越します。

定額制利用の得意先ごとに当年度契約を前年度契約に移して新年度契約を作ります。

(b)操作手順

①得意先範囲をコードで指定します。

省略すると、定額制利用の得意先すべてを対象にします。

②担当者

指定すると該当の受け持ち担当者の得意先を対象にします。

③精算日年月指定

精算日年月を指定します。該当月に精算した得意先を抽出します。

省略することはできません。

※累積使用量と経過回数を０にします。

新年度使用開始日は、前年度使用開始日の＋１年になります。

開始指針は最新指針になります。
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７．９．９ 定額ご利用案内（Ｂ５）

(a)画面

新年度契約内容を作成します。用紙サイズは、Ｂ５用紙になります。１得意先１枚で作成

します。

(b)操作手順

①プリンタへは、Ｂ５印刷用紙をセットしておいて下さい。

プリンタは、｢通常使用するプリンタ｣が選択されます。

②得意先の範囲指定を行います。

範囲を省略したときには、定額制利用の得意先すべてが対象になります。

③担当者の指定を行います。

指定を省略したときには、担当者すべてが対象になります。

④範囲の指定を行います。

１．前回累積使用量が前回基準使用量を超えて前回最大使用量以下の顧客を対象にします。

２．前回累積使用量が前回最大使用量を超えた顧客を対象にします。

３．前回累積使用量が前回基準使用量を満たない顧客を対象にします。

４．すべての顧客を対象にします。

省略不可です。

⑤印刷順の指定を行います。

１．得意先コード順に印刷されます。

２．担当別得意先コード順に印刷されます。

A7-9-09.JTD
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⑥開始日年月指定に該当する開始日の得意先を印刷します。

省略することはできません。

⑦精算区分

０：経過回数が０のものを対象にします。通常、新年度再契約した直後の状態です。

１：経過回数に関係なく対象にします。

⑧月額調整

０：通常はこの指定です。

１：５％を加算した額を提示します。印刷上のみで、データの更新は行いません。

※このプログラムは新年度再契約設定後、ご使用ください。
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７．９．１０ 定額継続ご利用案内（葉書）

(a)画面

継続の契約内容を作成します。用紙サイズは、ハガキ用紙になります。１得意先１枚で作成

します。

(b)操作手順

①プリンタへは、ハガキ印刷用紙をセットしておいて下さい。

プリンタは、｢通常使用するプリンタ｣が選択されます。

②得意先の範囲指定を行います。

範囲を省略したときには、定額制利用の得意先すべてが対象になります。

③担当者の指定を行います。

範囲を省略したときには、担当者すべてが対象になります。

④範囲の指定を行います。

１．前回使用量が前回基準使用量を超えて前回最大使用量以下の顧客が対象になります。

２．前回使用量が前回最大使用量を超えた顧客が対象になります。

３．前回使用量が前回基準使用量を満たないの顧客が対象になります。

４．すべての顧客が対象になります。

省略不可能です。

⑤印刷順の指定を行います。

１．得意先コードの順番で印刷を行います。

２．担当別得意先コードの順番で印刷を行います。

省略は不可能です。

A7-9-10.JTD
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⑥開始日年月指定に該当する開始日の得意先を印刷します。

省略は不可能です。

※このプログラムは新年度再契約設定後、ご使用ください。
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７．９．１１ 前回定額精算の報告

得意先への、前回定額料金の精算状況を、文書でお知らせします。文書は、Ａ４用紙に、１得意先

１枚で作成します。

前回のガス使用量を合計し、次の３通りの精算書を作成します。

１．基準使用量未満

基準使用量に満たない部分を、返金単価を掛けて、返金額とします。

２．最大使用量を超えた

超えた分を、追加徴収単価を掛けて、追徴額とします。

３．基準使用量を超えて、最大使用量以下

返金も追加徴収もないとして印字します。

(a) 画面

(b) 操作手順

①プリンタへは、Ａ４印刷用紙をセットしておいて下さい。フォームをカラーで作成している

ので、カラープリンタを使用することをおすすめします。

プリンタは、「通常使用するプリンタ」が選択されます。

②得意先の範囲指定を行います。

範囲を省略したときには、定額制利用の得意先すべてが対象になります。

③担当者を指定を行います。

範囲を省略したときには、担当者すべてが対象になります。

A7-9-11.JTD
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④範囲の指定を行います。

１．前回使用量が基準使用量を超えて最大使用量以下の顧客を対象にします。

２．前回使用量が最大使用量を超えている顧客を対象にします。

３．前回使用量が基準使用量を満たない顧客を対象にします。

４．すべての顧客を対象にします。

省略は不可能です。

⑤印刷順の指定を行います。

１．得意先コード順に印刷します。

２．担当別得意先コード順に印刷します。

省略は不可能です。
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７．９．１２ 利用の報告

得意先への、定額料金の精算状況を、グラフでお知らせします。文書は、Ａ４用紙に、１得意先

１枚で作成します。

契約月からの１年間のガス使用量を合計し、グラフを作成します。

(a) 画面

(b) 操作手順

①プリンタへは、Ａ４印刷用紙をセットしておいて下さい。フォームをカラーで作成している

ので、カラープリンタを使用することをおすすめします。

プリンタは、「通常使用するプリンタ」が選択されます。

②得意先の範囲指定を行います。

範囲を省略したときには、定額制利用の得意先すべてが対象になります。

③担当者を指定を行います。

範囲を省略したときには、担当者すべてが対象になります。

④担当印刷指定の指定を行います。

０．担当者名を印字します。

１．担当者名を印字しません。
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⑤範囲の指定を行います。

１．累積使用量が基準使用量を超えて最大使用量以下の顧客を対象にします。

２．累積使用量が最大使用量を超えている顧客を対象にします。

３．累積使用量が基準使用量を満たない顧客を対象にします。

４．すべての顧客を対象にします。

省略は不可能です。

⑥印刷順の指定を行います。

１．得意先コード順に印刷します。

２．担当別得意先コード順に印刷します。

省略は不可能です。

⑧発行日の指定を行います。

ゼロの場合は、発行日を印字しません。

⑨開始月から、１２ヶ月を経過した得意先に出力されます。
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７．９．１３ 利用報告書の印刷

「利用報告書」の印刷だけのプログラムです。「７．８．１２利用の報告」内で印刷することが

できますが、中間ファイル（csv形式）を作ってから印刷しているので、ファイルを訂正などして

印刷することも可能です。

(a) 画面

(b) 操作手順

①プリンタへは、Ａ４印刷用紙をセットしておいて下さい。フォームをカラーで作成している

ので、カラープリンタを使用することをおすすめします。

プリンタは、「通常使用するプリンタ」が選択されます。

A7-9-13.JTD

利用報告書の印刷



7.9.14 - 1

７．９．１４ 未発行報告の得意先一覧

精算が未発行の得意先の一覧をＣＳＶ形式で出力します。

経過回数が１２回で精算日が開始日より小さい日付の顧客の一覧をＣＳＶ形式で出力します。

(a)画面

(b)操作手順

①得意先範囲をコードで指定します。

省略すると、範囲は定額制利用の得意先すべてを対象にします。

②担当指定をコードで指定します。

省略すると、範囲は、担当者すべてを対象にします。

③範囲を指定します。

１．累積使用量が、基準使用量を超えて最大使用量以下の顧客を対象にします。

２．累積使用量が、最大使用量を超えた顧客を対象にします。

３．累積使用量が、基準使用量を満たない顧客を対象にします。

４．すべての顧客を対象にします。

省略は不可能です。

④出力順を指定します。

１．得意先コード順で印刷をします。

２．担当別得意先コード順で印刷をします。

A7-9-14.JTD
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7.9.15 - 1

７．９．１５ 使用量超過得意先一覧

最大使用量までの残量をＣＳＶ形式で出力します。

残量指定で指定された残量に対象になった顧客をＣＳＶ形式で出力します。

(a)画面

(b)操作手順

①得意先範囲をコードで指定します。

省略すると、範囲は定額制利用の得意先すべてを対象にします。

②担当指定をコードで指定します。

省略すると、範囲は、担当者すべてを対象にします。

③残量指定を指定します。

省略は不可能です。

④出力順を指定します。

１．得意先コード順で印刷をします。

２．担当別得意先コード順で印刷をします。
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7.9.16 - 1

７．９．１６ 営業所別更新数集計

精算した得意先数を営業所ごとにＣＳＶ形式で出力します。

(a)画面

(b)操作手順

①営業所範囲をコードで指定します。

省略すると、範囲は定額制利用の営業所すべてを対象にします。

②担当指定をコードで指定します。

省略すると、範囲は、営業担当者すべてを対象にします。

③精算日年月指定を指定します。

指定した年月で精算を行った顧客を対象にします。

A7-9-16.JTD

営業所別更新数集計



7.9.17 - 1

７．９．１７ 更新予定得意先一覧

指定された年月に精算を行う顧客の一覧をＣＳＶ形式で出力します。

(a)画面

(b)操作手順

①得意先範囲をコードで指定します。

省略すると、範囲は定額制利用の得意先すべてを対象にします。

②担当指定をコードで指定します。

省略すると、範囲は、担当者すべてを対象にします。

③範囲を指定します。

１．累積使用量が、基準使用量を超えて最大使用量以下の顧客を対象にします。

２．累積使用量が、最大使用量を超えた顧客を対象にします。

３．累積使用量が、基準使用量を満たない顧客を対象にします。

４．すべての顧客を対象にします。

省略は不可能です。

④更新予定年月を指定します。

指定した年月で精算が行われる顧客を対象にします。

④出力順を指定します。

１．得意先コード順で印刷をします。

２．担当別得意先コード順で印刷をします。

A7-9-17.JTD
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7.9.18 - 1

７．９．１８ 前回利用の報告

得意先への、定額料金の前回精算状況を、グラフでお知らせします。文書は、Ａ４用紙に、１得意

先１枚で作成します。

前回からの１年間のガス使用量を合計し、グラフを作成します。

(a) 画面

(b) 操作手順

①プリンタへは、Ａ４印刷用紙をセットしておいて下さい。フォームをカラーで作成している

ので、カラープリンタを使用することをおすすめします。

プリンタは、「通常使用するプリンタ」が選択されます。

②得意先の範囲指定を行います。

範囲を省略したときには、定額制利用の得意先すべてが対象になります。

③担当者を指定を行います。

範囲を省略したときには、担当者すべてが対象になります。

④担当印刷指定の指定を行います。

０．担当者名を印字します。

１．担当者名を印字しません。
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前回利用の報告
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前回利用の報告

⑤範囲の指定を行います。

１．累積使用量が基準使用量を超えて最大使用量以下の顧客を対象にします。

２．累積使用量が最大使用量を超えている顧客を対象にします。

３．累積使用量が基準使用量を満たない顧客を対象にします。

４．すべての顧客を対象にします。

省略は不可能です。

⑥印刷順の指定を行います。

１．得意先コード順に印刷します。

２．担当別得意先コード順に印刷します。

省略は不可能です。

⑧発行日の指定を行います。

ゼロの場合は、発行日を印字しません。



7.9.19 - 1

７．９．１９ 定額検針履歴修正

(a) 画面

(b) 操作手順

①得意先の指定を行います。（省略不可）

②検針日と使用量の修正を行います。

クリックでその項目にカーソルが飛びます。

最後まで「ENTER」キーを押すか、「END」キーを押すかで確認に飛びます。

確認後、「YES」で定額マスタに更新を行います。
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定額検針履歴修正



7.9.20 - 1

７．９．２０ 定額メーター交換案内

(a) 画面

メーター交換後の契約内容を作成します。用紙サイズは、ハガキ用紙になります。

１得意先1枚で作成します。

(b) 操作手順

①プリンタへは、ハガキ印刷用紙をセットしておいてください。

プリンタは、「通常使用するプリンタ」が選択されます。

②得意先の範囲指定を行います。

範囲を省略したときには、定額制利用の得意先すべてが対象になります。

③担当者の指定を行います。

省略した場合は、担当者すべてが対象になります。

④印刷順の指定を行います。

１．得意先コード順ごとに印刷を行います。

２．担当別得意先コード順ごとに印刷を行います。

省略は不可能です。

⑤メーター交換の日付範囲指定を行います。

省略は不可能です。

※このプログラムはメーター交換後、ご使用ください。
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定額メーター交換案内



7.9.21 - 1

７．９．２１ 定額メーター交換入力

(a) 画面

定額の顧客のメータ交換の情報を入力します。

(b) 操作手順

①得意先の指定を行います。

省略不可能です。

②検針年月を入力します。

売上明細に検針年月の検針があった場合は検針指針に表示します。

売上明細にない場合は、検針指針を入力します。

③メータ交換日を入力します。(必須入力）

開始日より小さい日付の場合は、エラーになります。

④交換時指針を入力します。

開始指針より小さい指針の場合は、エラーになります。

交換時使用量を計算し、画面に表示します。

⑤交換時使用量を入力します。

⑥新メータ指針を入力します。

最終指針を計算し、画面に表示します。

確認後、「YES」で定額マスタに更新をします。
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定額メーター交換入力


